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〔論文審査の要旨〕 
本研究は，スティフナーの本数と配置位置を設計変数に含めた船体二重底構造部の

構造最適設計を行うことを目的としている。これらを設計変数に含めることにより，

より良い構造設計が可能になるが，取り扱いの難しさから，その実現は困難であった。

この目的のために，遺伝的アルゴリズム(GA)，FEM計算手法，Hybrid GAに関する３つ

の手法を検討し，効率よく最適解が求められることを示している。その要旨を以下に

示す。 

第１章「緒論」では，本研究に至った背景，研究目的，関連研究，論文構成につい

て述べている。 

第２章「設計変数の数が変化する最適化問題」では，GAでの取り扱いが困難な設計

案ごとに設計変数の数が変化する最適化問題を解くための手法を検討している。ここ

では，隠れ遺伝子の導入により，全ての設計案の設計変数の数を統一する方法を提案

している。船体を模擬した構造モデルに本手法を適用して，妥当な構造設計案が少な

い計算量で得られることを示している。 



第３章「設計領域を考慮した FEM 計算手法と最適化への応用」では，スティフナー

本数の変更に伴う FEM モデルの再生成を不要とし，FEM 解析の計算時間を短縮するた

めの手法を検討している。スティフナー本数等の変更による剛性の変化を直接 FEM 計

算に取り入れる方法であり，構造変更領域のみを計算するため，計算負荷を低減する

効果もある。本手法を用いて，スティフナー本数，スティフナー位置，板厚を設計変

数とした船体二重底部の構造最適化を行い，最適解として妥当な構造が得られること

を示している。 

第４章「多種類の設計変数を有する構造最適化」では，スティフナー本数，スティ

フナー位置，板厚，スティフナー形状の４種類の設計変数を有する構造最適化問題を

解くために，Hybrid GA を構築している。本研究では，離散変数であるスティフナー

本数とスティフナー形状を GAにより決定し，連続変数であるスティフナー位置と板厚

を弾性力学に基づいた簡易的な推測式と FEM 計算を組み合わせた最適化手法で決定し

ている．この Hybrid GA は，最も計算負荷の高い FEM の計算回数を必要最小限に抑え

ることも可能である。船体を模擬した構造モデルに本手法を適用して，少ない計算量

で最適解に到達できることを示している。 

第５章「結論」では，本研究の研究成果と今後の研究課題について述べている。 

以上のように，本論文は船舶構造の最適設計において有用であり，造船業界への寄

与が期待できる。よって，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与さ

れる十分な資格があるものと認められる。 
 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 
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